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ワンボードマイコン ＳＨＡＲＰ ＳＭ‐Ｂ‐８０ＴＥ

みなさんは、ワンボードマイコンをご存じでしょうか？ワンボードとは、文字通り１つの

基盤（ボード）、マイコンとはマイクロコンピュータの略です。これはマイクロプロセッサを

搭載したコンピュータのことで、現在では一般的にパソコン（パーソナルコンピュータ）と

よぶ製品の創成期の呼び名といえます。

１９７１年、世界初のマイクロプロセッサ４００４が登場し、１９７４年にはマイクロプロ

セッサ８０８０を搭載した世界初のパソコン「Ａｌｔａｉｒ（アルテア）」が発売されました。し

かし当時の日本ではマイクロプロセッサに対する理解は進んでおらず、またパソコン自

体が非常に高価で、一般家庭ではまず入手できないものでした。そこで、ＮＥＣがマイ

クロプロセッサの教育用キットとして、より安価なワンボードマイコンＴＫ‐８０を発売した

のです。このキットは１０万円を切る価格だったため、個人でもコンピュータを所有する

ことが可能になりました。このキットの販売がきっかけとなり、日本でもコンピュータの個

人向けの市場が成立し、いまのパソコンへとつながっていったのです。

写真．ＳＨＡＲＰ ＳＭ‐Ｂ‐８０ＴＥ

ＴＫ‐８０が大ヒットしたことを受け、

各社が競ってワンボードマイコンを発

売するようになりました。ＳＨＡＲＰの

ＳＭ‐Ｂ‐８０ＴＥ（右写真）もその一つ

で、アメリカのザイログ社製の８ビット・

マイクロプロセッサ―Ｚ８０が搭載され

ています。しかし１９７０年代の後半

から８０年代にかけて、パソコンがより

安価に量産できるようになり、以降は

マイコンキットが販売されることは少な

くなっていきます。

こうして基盤がむき出しのコンピュータは一時姿を消したのですが、実は最近にな

って、より小型化したワンボードマイコン（ＡｒｄｕｉｎｏやＲａｓｐｂｅｒｒｙ Ｐｉ、ＩｃｈｉｇｏＪａｍな

ど） が販売されるようになりました。現在では、プログラミング学習や趣味など様々な

用途で、多くの人々が楽しんでいるようです。

※当館ではいくつかのワンボードマイコンを所蔵しており、他にＴＫ‐８０の後継機であるＴＫ‐８５、

東芝ＥＸ‐８０などがあります。ＴＫ‐８５については、うちゅう２０１８年３月号の記事も合わせて

ご覧ください（ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ.ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐ／ｕｐｌｏａｄｓ／ｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎ／１０３_ｐｄｆ.ｐｄｆ）。
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